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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和3年5月6日(2021.5.6)

【公表番号】特表2020-516280(P2020-516280A)
【公表日】令和2年6月11日(2020.6.11)
【年通号数】公開・登録公報2020-023
【出願番号】特願2019-555594(P2019-555594)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/6883   (2018.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/6858   (2018.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ    1/6883   ＺＮＡＺ
   Ｃ１２Ｑ    1/6858   　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ   15/09     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月24日(2021.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１８】
　（Ａ－２）前記生体試料からの第３のＴＧＦＢＩ遺伝子配列を増幅するステップであっ
て、前記反応混合物が、Ｒ１２４Ｓ，Ａ５４６Ｄ，Ｈ５７２ＲおよびＨ６２６Ｒからなる
群から選択される第３のＴＧＦＢＩ変異のための第３の標識プローブをさらに含むステッ
プと、
　（Ｂ－２）前記第３の標識プローブを、前記第３のＴＧＦＢＩ遺伝子配列とハイブリダ
イズするステップと、
　（Ｃ－２）前記第３の標識プローブの、前記第３のＴＧＦＢＩ遺伝子配列とのハイブリ
ダイゼーションに基づき、前記第３のＴＧＦＢＩ遺伝子配列における変異を検出するステ
ップと
　をさらに含む、請求項１６または１７に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　いくつかの実施形態において、本明細書において記述されている本発明の方法に従って
調製された約１μＬ、約２μＬ、約３μＬ、約４μＬまたは約５μＬのゲノムＤＮＡ試料
を、約０．０５μＬ、約０．１０μＬ、約０．１５μＬ、約０．２０μＬ、約０．２５μ
Ｌまたは約０．２５μＬの３０Ｘ、３５Ｘ、４０Ｘ、４５Ｘ、５０Ｘまたは１００Ｘリア
ルタイムＰＣＲアッセイミックスおよび蒸留水のみと組み合わせて、ＰＣＲマスターミッ
クスを形成することがわかった。いくつかの実施形態において、ＰＣＲマスターミックス
は、約１．５μＬ、約２．５μＬ、約５μＬ、約６μＬ、約７μＬ、約８μＬ、約９μＬ
、約１０μＬ、約１１μＬ、約１２μＬ、約１３μＬ、約１４μＬ、約１５μＬ、約１６
μＬ、約１７μＬ、約１８μＬ、約１９μＬもしくは約２０μＬまたはそれ以上の最終体
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積を有する。いくつかの実施形態において、ＰＣＲマスターミックスを形成するために、
２μＬの上述した通りに調製したゲノムＤＮＡ試料を、約０．１５μＬの４０Ｘリアルタ
イムＰＣＲアッセイミックスおよび２．８５μＬの蒸留水のみと組み合わせることがわか
った。
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